
 

 

 

 

 

６月１５日は、栃木県民の日です。 
昔栃木県は、宇都宮県と栃木県に分かれていました。 

それを明示６年６月１５日に統合して、今の栃木県ができました｡ 

給食では、「栃木県民の日」の献立として６月 15日に栃木県でとれる食材を  

取り入れました。 

 

６月１日は「牛乳の日」、６月は「牛乳月間」です。 

牛乳や乳製品のことについて、理解を深める機会にしましょう。 

 

 

 

それは、牛乳に多く含まれる「カルシウム」をしっかりとってほしいからです。 

カルシウムは、骨や歯をつくる材料になり、そのほかにも筋肉を動かしたり、 

けがをしたときに血を止めたりする大事な働きをしています。 

そして骨にたくわえられるカルシウムの量は、小学生のころから急激に増え、 

20歳ごろまでにほぼ決まります。この大切な時期に、毎日続けてカルシウムを 

とることで、じょうぶな体がつくられます。だから給食では牛乳が出るのです。 

 

６月４日～10日までは、歯と口の衛生週間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食を食べる前には、手洗いと消毒をしましょう！！ 


